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第 3節 文献目録

1。 文献 目録 A

房総半島における尖頭器石器群を研究する上で参考 となる文献を集成した。

対象とした文献は、1949年に実施された岩宿遺跡の発掘調査以後としたが、 日本考古学協会による『日

本考古学年報』については、基本的には取 り上げなかった。

収集した文献は、1951年 ～1960年が98件、1961年～1970年が248件、1971年 ～1980年が457件、1981年～

1990年が807件、1991年～2000年が873件で、合計2483件である。

几例

1)文献は,年号ごとにまとめて通し番号を付 した。本文中で引用する場合は,年号と通し番号を組合せ ,

2000年の 1番は「文献A2000-1」 と表記した。

2)各年号の中は,論文,報告・資料紹介,単行本の順に掲載 した。報告・資料紹介については,北海道,

北海道を除 く東日本,九州を除 く西日本,九州に区分 した。

3)各年号ごとの論文,報告等の中は,50音順で掲載した。

4)房総半島に直接関連する文献は,大字で示した。

2.文 献 目録 B

石器石材び黒曜石の原産地推定分析を研究する上で参考 となる文献を掲載した。

几例

1)文献は,年号ごとにまとめて通し番号を付 した。本文中で引用する場合には,年号 と通し番号を組合

わせ,2000年の 1番は「文献 B2000-1」 と表記した。

2)各年号ごとの論文,報告等の中は,50音順で掲載した。
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第 3節 文献 目録

1.文 献 目録 A(尖 頭 器 石 器 群 関連 文 献 目録 )

1951年

報告・資料紹介

東日本

1.松沢亜生「長野県諏訪市踊場の石槍」『諏訪考古学』7,24-26頁 ,諏訪考古学研究所

1952年

論 文

1.杉原荘介「日本石器文化の段階」rINQUA日 本支部連絡誌』1,15-17頁 ,地質学研究連絡委員会第四紀小委員会
報告 。資料紹介

東日本

2.吉 田 格「東京都国分寺町熊ノ郷・殿ヶ谷戸遺跡 ―南関東地方縄文式文化以前の研究 I― 」『考古学雑誌』第38巻 第 2号,23-30
頁, 日本考古学会

1953年

論 文

1.杉原荘介「日本における石器文化の階梯について (予報)」 『考古学雑誌』第39巻第 2号,21-25頁 , 日本考古学会
2.芹沢長介「石槍の再吟味」『ミクロリス』第 7号, 5-7頁 ,明治大学マイクロリス編集局
報告・ 資料紹介

東日本

3.芹沢長介ほか「北信・野尻湖底発見の無土器文化 (予報)」 『考古学雑誌』第39巻 第 2号,26-33頁 , 日本考古学会

1954年

綸 文

1.芹沢長介「関東及び中部高地における無土器文化の終末と縄文文化の発生に関する予察」『駿台史学』第 4号,65-106頁 ,駿台史学

会

報告・資料紹介

東日本

2.鎌木義昌「瀬戸内沿岸に於ける無土器文化の存否について」『日本考古学協会彙報月U冊 3 -1954- 第14回総会研究発表要旨』,

2-4頁 , 日本考古学協会

3.杉原荘介「長野県上平遺跡発見の尖頭器石器文化」『日本考古学協会彙報別冊 2 -1954- 第13回総会研究発表要旨』, 1-2頁 ,

日本考古学協会

1955年

報告・資料紹介

東日本

1.麻生 優「信濃 。中ッ原の無土器文化 (略報 )」 『石器時代』第 2号,55-59頁 ,石器時代文化研究会

2.杉原荘介「群馬県武井遺跡における石器文化」『日本考古学協会第15回総会研究発表要旨』, 日本考古学協会

3.芹沢長介「長野県馬場平遺跡略報」『石器時代』第 1号,15-22頁 ,石器時代文化研究会

1956年

綸 文

1.杉原荘介「縄文文化以前の石器文化」『日本考古学講座 第 3巻 縄文文化』, 2-42頁 ,河出書房

2.芹沢長介「日本における無土器文化」r人類学雑誌』第64巻 第 3号,31-43頁 , 日本人類学会

3.芹沢長介「無土器文化研究の現段階」『貝塚』第52号, 2頁 ,物質文化研究会

4.戸沢充則「信州ロームと人類の文化」『信州ローム』第 1号 (古屋敷遺跡特集),13-14頁 ,信州ローム研究会

報告 。資料紹介

東日本

5.杉原荘介『群馬県岩宿発見の石器文化」,明治大学文学部考古学研究室

6.藤沢宗平「古屋敷遺跡の発掘について」『信州ローム』第 1号 (古屋敷遺跡特集), 1-5頁 ,信州ローム研究会

7.藤沢宗平「長野県古屋敷遺跡の無土器文化」『日本考古学協会第18回総会研究発表要旨』, 日本考古学協会

8.宮坂英弐「諏訪郡茅野町北山地区大門峠池之平遺跡調査概要」『信濃』第 8巻第 9号,13-18頁 ,信濃史学会

西日本

9.鎌木義昌「岡山県鷲羽山遺跡調査略報」『石器時代』第 3号, 1-11頁 ,石器時代文化研究会

1957年

論 文
1.相澤忠洋「赤城山麓における関東ローム層中諸石器文化層の位置について」『第四紀研究』第 1巻第 1号,17-22頁 , 日本第四紀学

会

2.鎌木義昌「西日本の無土器文化について 一特に瀬戸内を中心 として一」『私たちの考古学』第 4巻第 1号,15-22頁 ,考古学研究

会

3.杉原荘介「関東ローム層と文化層」『第四紀研究』第 1巻第 1号,30-31頁 , 日本第四紀学会

4.芹沢長介「日本における無土器文化の起源と終末についての覚え書」『私たちの考古学』第 4巻第 1号, 4-13頁 ,考古学研究会
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5.戸沢充則「無土器文化研究のあゆみ」『私たちの考古学』第 4巻第 1号,23-26頁 ,考古学研究会

6.戸沢充則「切出形石器をめ ぐる問題」『貝塚』第68号, 1-2頁 ,物質文化研究会

報告・資料紹介

北海道

7.児玉作左衛門ほか「遠軽町下社名淵 (家庭学校)遺跡の発掘について 一無土器時代遺物の研究一」『北方文化研究報告J第 12輯 ,

59-114頁 ,北海道大学北方文化研究室

8.北海道虻田郡狩太町教育委員会『狩太遺跡 ―狩太町古代史―』

東日本

9.相澤忠洋「群馬県赤堀石山遺跡 ―上部ローム層中終末期の石器文化―」『考古学ジャーナルJ第 9号,22-23頁 ,ニ ューサイエン

ス社

10.柏倉亮吉「高畠の洞窟遺跡群」『山形考古』創刊号, 5-7頁 ,山形考古友の会

11.加 藤 稔「日向洞穴の第二次本発掘を終えて」『山形考古』第 2号, 7-11頁 ,山形考古友の会

12.神 田五六ほか「長野県下水内郡横倉発見のポイント (予 報)」 『日本考古学協会第20回総会研究発表要旨J, 1-2頁 , 日本考古学協

会

13.児玉司農武「信濃―男女倉遺跡無土器文化略報」『信州ローム』第 2号, 2-5頁 ,信州ローム研究会

14.児玉司農武「男女倉遺跡発掘 日誌抄」r信州ロームJ第 3号 (男女倉遺跡特集号), 3-8頁 ,信州ローム研究会

15.信州ローム研究会ほか「男女倉遺跡第 2次調査について」『日本考古学協会第20回総会研究発表要旨』, 1頁 , 日本考古学協会

16.鈴木 誠ほか「石器の出土状態について」『信州ローム』第 3号 (男女倉遺跡特集号), 9-10頁 ,信州ローム研究会

17.芹 沢長介ほか「新潟県津南町本ノ木遺跡調査予報」『越佐研究』第12集 , 1-19頁 ,新潟県人文研究会

18.直良信夫「尼子の古代遺跡」r山 形考古J第 2号, 4-6頁 ,山形考古友の会

19.松島 透「長野県立野遺跡の捺型文土器」『石器時代』第 4号,36-42頁 ,石器時代文化研究会

西日本

20.鎌木義昌「香川県井島遺跡 ―瀬戸内における細石器文化―」『石器時代』第 4号, 1-11頁 ,石器時代文化研究会

単行本

21.芹沢長介 r先史時代 (1) 一無土器文化― (考古学ノー ト)』 , 日本評論新社

1950年

論 文

1.市原寿文ほか「東海地方における考古学研究の現状 と問題点 東部 (静岡県)の現状 と問題点」『私たちの考古学J第 4巻第 4号 ,

23-28頁,考古学研究会

2.岩野見司ほか「東海地方における考古学研究の現状 と問題点 西部の現状 と問題点」F私 たちの考古学」第 4巻第 4号,19-23頁 ,

考古学研究会

3.戸沢充則「長野県八島遺跡における石器群の研究 ―古い様相をもつポイントのイングス トリーーJ『駿台史学』第 8号,66-97頁 ,

駿台史学会

4.吉崎昌一「細石器問題の進展 (そ の二)」 『貝塚』第83号 ,363頁 ,物質文化研究会

報告・資料紹介

北海道

5.松下 亘「北海道赤井川村の無土器文化調査予報」『石器時代』第 5号,56-62頁 ,石器時代文化研究会

東日本

6.加藤 稔「日向の尖頭器と早期縄文土器」『山形考古』第 5号,17-24頁 ,山形考古友の会

7.神田五六ほか「奥信濃・横倉遺跡」『石器時代』第 5号,48-55頁 ,石器時代文化研究会

8.児玉司農武ほか「男女倉遺跡第二回発掘 日誌」『信州ローム』第 4号, 3-7頁 ,信州ローム研究会

9.下平 昌「日向遺跡下層の石器群について」『山形考古J第 5号,25-29・ 32頁 ,山形考古友の会

10.下 平 昌ほか「調査 日誌 (第一洞)」 『山形考古』第 5号, 8-15頁 ,山形考古友の会

11.原  寛ほか「岐阜県花ノ湖遺跡」『石器時代』第 5号, 1-14頁 ,石器時代文化研究会

12.藤沢宗平「中部山岳地帯考古学の現状 と問題点」『私たちの考古学』第 5巻第 2号,27-35頁 ,考古学研究会

九 州

13.大脇直泰「熊本県菊池郡発見の石槍に就いて」『若木考古』第50号, 2-3頁 ,国學院大學考古学会

単行本

14.成 田山霊光館 r成田山霊光館資料目録J

1959年

論 文

1.芹沢長介「ローム層に潜む文化 先縄文時代」『世界考古学大系 第 1巻 先縄文・縄文時代』,17-38頁 ,平几社

2.松沢亜生「石器研究におけるテクノロジーの一方向」『考古学手帳』第 7号, 1-2頁 ,考古学手帳同人

3.八幡一郎「新石器文化とその先駆」『世界考古学大系 第 1巻 先縄文・縄文時代』, 1-16頁 ,平几社

報告・ 資料紹介

北海道

4.名 取武光ほか「余市郡赤井川村曲川遺跡調査報告 (第一報)」 『北方文化研究報告』第14輯,181-220頁 ,北海道大学北方文化研究室

5.吉崎昌―「北海道白滝村 LOC.30の石器群」F考古学手帳』第 6号, 2-3頁 ,考古学手帳同人
東日本

6.伊藤和夫ほか『千葉県石器時代遺跡地名表」,房総考古学会

7.尾崎英雄「岐阜県中津川市発見の有柄ポイント」『若木考古』第55号, 6-7頁 ,國學院大學考古学会

8.柏倉亮吉ほか「山形県東田川郡朝日村越中山遺跡」r山形考古 れんらくし』Nol,山形考古友の会
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9.加藤 稔「山形県東置賜郡高畠町尼子第H岩陰」『山形考古 れんらくし』Nol,山形考古友の会

10。 加藤 稔「庄内・越中山A地点の石器群」『考古学手帳』第 7号, 3-4頁 ,考古学手帳同人

11.鈴木 誠ほか「第 3回男女倉遺跡発掘 日誌」r信州ロームJ第 5号, 3-8頁 ,信州ローム研究会

12.鈴木 誠ほか「第 4回男女倉遺跡発掘 日誌」『信州ロームJ第 5号, 9-17頁 ,信州ローム研究会

13.林 茂樹ほか「神子柴遺跡について」r信州ローム』第 5号,21-24頁 ,信州ローム研究会

14.藤 沢宗平ほか「ローム層内に発見された石斧を伴う文化について」『日本考古学協会第23回総会研究発表要旨J, 1頁 , 日本考古学協

会

15.樋 口昇一ほか「木曽開田高原の無土器文化遺跡 一柳又遺跡を中′いとして一」『信濃』第11巻 第11号 ,51-60頁 ,信濃史学会

16.藤森栄―「諏訪湖曽根の石器について」『日本考古学協会第23回総会研究発表要旨』, 1頁 , 日本考古学協会

西日本

17.川畑 迪「国分台の無土器文化石器 一附坂出附近の無土器文化様石器一」『香川県文化財協会報』第 4号,50-57頁 ,香川県文化

財協会

18.西 川 宏ほか「岡山県玉野市宮田山西地点の石器」『古代吉備』第 3集, 1-9頁 ,「古代吉備」編集部

九 州

19.鈴木重治「宮崎県立博物館収蔵のポイントを主体 とする一群の石器について」『古代学研究』第21・ 22合併号,21-24頁 ,古代学研

究会
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綸 文

1.鎌木義昌「先縄文文化の変遷」『図説世界文化史大系第20巻  日本 IJ,35-42頁 ,角川書店

2.鎌木義昌「打製石器にみる生活技術」『図説世界文化史大系第20巻 日本 IJ,43-49頁 ,角 川書店

3.松沢亜生「長野県諏訪・北踊場石器群 ―特に石器製作工程の分析を中心に一」『第四紀研究』第 1巻 第 7号,263-273頁 , 日本第

四紀学会

4.山内清男「縄紋文化のはしまる頃」『上代文化』第30輯, 1-2頁 ,國學院大學考古学会

報告・資料紹介

北海道

5。 吉崎昌一ほか『立川 北海道磯谷郡蘭越町立川遺跡における無土器文化の発掘調査』,市立函館博物館

東日本

6.阿部 正「越中山調査の意味」『山形考古』第 7号, 8頁 ,山形考古友の会

7.榎本金之垂「東京都溜淵遺跡」『人類学雑誌』第68巻第 1号,23-35頁 , 日本人類学会

8. カロ藤 稔 |ユ か 「Preliminary Report on Siteof Ecchu― yama in Shonai Area,Yamagata pref」 『山形考古』第 7号, 6-7頁 ,

山形考古友の会

9.児玉司農武「諏訪渋川遺跡のローム層中木炭末について」『信州ローム」第 6号,18-19頁 ,信州ローム研究会

10.下平 昌「東田川郡朝日村越中山A地点の石器群」『山形考古』第 7号, 2-5頁 ,山形考古友の会

11.中村孝二郎「新潟県蒲原郡上川村神谷小瀬が沢洞窟遺跡 (第一次)調査略報」『上代文化』第30輯, 3-10頁,國學院大學考古学会

12.中村孝二郎『縄文早期 小瀬が沢洞窟』,長岡市立科学博物館

13.沼津女子高等学校郷土研究部編『うぶすな』第 7号 (東伊豆町特集号)

14.樋口昇一ほか「長野県柳又遺跡第 1次調査概要」『日本考古学協会第26回総会研究発表要旨』, 8-9頁 , 日本考古学協会

15.藤沢宗平ほか「神子柴遺跡第 2次発掘調査概要」『信州ローム』第 6号, 5-11頁 ,信州ローム研究会

16.藤森栄一「信州諏訪湖底曽根遺跡」『信濃』第12巻第 7号, 1-13頁 ,信濃史学会

17.宮坂英式「長野県茅野市御小屋ノ久保無土器文化遺跡の調査」r考古学雑誌』第46巻第 3号, 1-19頁, 日本考古学会

西日本

18.鎌木義昌「香川県城山遺跡出土の石器について」『古代學J第 8巻第 8号,300-307頁 ,(財 )古代學協會

九 州

19.杉 原荘介ほか「佐賀県多久三年山石器時代遺跡について」『日本考古学協会第26回総会研究発表要旨J, 4頁 , 日本考古学協会

20.芹沢長介ほか「長崎県直谷岩陰遺跡」『日本考古学協会第26回総会研究発表要旨』, 4-5頁 , 日本考古学協会

21.芹沢長介ほか「長崎県福井岩陰遺跡」『日本考古学協会第26回総会研究発表要旨』, 5頁 , 日本考古学協会

単行本

22.京都大学文学部『考古学資料目録』 1

23.芹沢長介『石器時代の日本』,築地書館

1961年

論 文

1.小林達雄「有舌尖頭器」『歴史教育J第 9巻第 3号,49-50頁 ,歴史教育研究会

報告・資料紹介

北海道

2.倶知安町教育委員会『峠下遺跡 ―北海道虻田郡倶知安町の無土器文化遺跡- 1960』

3.永 山町『射的山 一北海道上川郡永山町射的山遺跡発掘調査報告―J

4.名取武光ほか「余市郡赤井川村曲川遺跡調査報告 (第二報 )」
r北方文化研究報告』第16輯,73-142頁 ,北海道大学北方文化研究室

東日本

5.石井則孝「霧ヶ峯における遺跡の近況」『金鈴』第14号,31-35頁 ,早稲田大学考古学研究会

6.石川七郎「庄内地方無土器時代の新資料」『村山考古』6,1-6頁 ,村山考古同好会

7.加藤 稔「山形県一ノ沢岩陰遺跡」『日本考古学協会昭和36年度大会研究発表要旨』, 1頁 , 日本考古学協会

8.加藤 稔ほか「山形県庄内・越中山のポイント・イングス トリー」『東北考古学』第 2輯,13-27頁 ,東北考古学会
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9.栗原文蔵ほか「埼玉県西谷遺跡出土の土器群 とその編年的位置」『考古学雑誌』第47巻第 2号,38-46頁 , 日本考古学会
10.児玉司農武「信濃一大門、鷹山遺跡の無土器文化略報」『信州ローム』第 7号,15-18頁 ,信州ローム研究会
11.樋口昇―「木曽柳又遺跡第一次調査について」『信州ローム』第 7号, 3-9頁 ,信州ローム研究会
12.藤沢宗平ほか「神子柴遺跡 一第一次発掘調査概報―」『古代學』第 9巻第 3号,142-158頁 ,(財 )古代學協會
13.滝 口 宏『印施手賀 ―印雄手賀沼周辺地域埋蔵文化財調査』早稲田大学考古学研究室
九 州

14.杉原荘介ほか「佐賀県多久茶園原石器時代遺跡について」『日本考古学協会第27回総会研究発表要旨』, 2頁 , 日本考古学協会

1962年

論 文

1.小林達雄「無土器文化から縄文文化の確立まで」『創立八十周年記念若木祭展示目録』, 6-12頁 ,國學院大學考古学会
2.芹沢長介「旧石器時代の諸問題」『岩波講座 日本歴史第 1巻』,79-107頁 ,岩波書店
3.芹沢長介「日本の旧石器文化 と縄文文化」『古代史講座 2 原始社会の解体』,学生社
4.藤森栄―「 日本石器時代研究の諸問題」『考古学研究』第 9巻第 3号,12-22頁 ,考古学研究会
5.山内清男ほか「縄紋土器の古さ」 r科学読売』第14巻第12号 ,21-26頁 ,84-88頁 ,読売新聞社
6.吉崎昌一「白滝遺跡と北海道の無土器文化」『民族学研究』第26巻第 1号,13-23頁 , 日本民族学会
報告・資料紹介

東日本

7.小田静夫「多摩丘陵発見のポイントJ『上代文化」第31・ 32輯,32頁 ,國學院大學考古学会
8.加藤 稔ほか「山形県一ノ沢岩陰遺跡」「上代文化J第 31・ 32輯,33-47頁 ,國學院大學考古学会
9.澄 田正一ほか『川路萩平 (下 ノ段)遺跡』,新城市誌資料H
10.滝沢 浩「埼玉県市場坂遺跡略報 ナイフ形石器を主体 とするイングストリーJ『考古学手帳』第15号, 4-7頁 ,考古学手帳同人
11.富樫泰時「秋田県横手市発見の彫刻器」『若木考古』第63・ 64合併号, 5頁 ,國學院大學考古学会
12.樋口昇一ほか「長野県飯縄高原上ゲ屋遺跡 一第一次調査報告―」『上代文化J第 31・ 32輯,17-31頁 ,國學院大學考古学会
13.樋口昇一ほか「木曽開田村大原遺跡の石器」『信濃』第14巻第11号 ,15-20頁 ,信濃史学会
14.藤森栄一ほか「ポイント文化期の竪穴住居址 ―長野県下諏訪町駒形遺跡調査報告―」『上代文化』第31・ 32輯, 7-16頁 ,國學院

大學考古学会

15.宮坂英弐『渋川 八ヶ岳山中における無土器文化の調査』,茅野市尖石考古博物館研究室
16.吉 田 格「秩父橋立岩陰遺跡」『日本考古学協会第28回総会研究発表要旨』, 4頁 , 日本考古学協会
西日本

17.江坂輝蒲ほか「愛媛県上浮穴郡美川村上黒岩岩陰遺跡」『日本考古学協会第28回総会研究発表要旨』, 4頁 , 日本考古学協会
九 州

18.鎌木義昌「長崎県福井遺跡調査の問題点」『日本考古学協会第28回総会研究発表要旨」, 5頁 , 日本考古学協会
シンポジウム・特集

19。 大場利夫ほか「シンポジウム「洞穴遺跡の諸問題」要旨」『日本考古学協会第28回総会研究発表要旨』, 2-5頁 , 日本考古学協会
単行本

20.富士川町『富士川町史』

1963年

論 文

1.小林達雄「植刃について」『若木考古』第66号, 1-2頁 ,國學院大學考古学会
2.滝沢 浩『関東 。中部地方におけるナイフ形石器文化とその終末』
3.藤森栄―「縄文中期文化の構成 一日本石器時代研究の諸問題 2-」 『考古学研究』第 9巻第 4号,18-29頁 ,考古学研究会
報告・資料紹介

北海道

4.白滝団体研究会『白滝遺跡の研究』
5.山崎博信「北海道紋別郡雄武町開生遺跡について」『道北文化研究』No3,2-6頁 ,名寄郷土史研究会
6.山崎博信「北海道名寄市旭東区南出地点の遺跡」「道北文化研究』No3,12-16頁 ,名 寄郷土史研究会
東日本

7.大沢和夫ほか「長野県治部坂遺跡」『上代文化」第33輯, 1-10頁,國學院大學考古学会
8.加藤 稔「山形県平林の石器文化J『考古学集刊』第 2巻第 1号 , 1-16頁 ,東京考古学会
9.紅村 弘『東海の先史遺跡 ―綜括編』
10.小林達雄「長野県荷取洞窟出土の微隆起線文土器」『石器時代』第 6号,47-53頁 ,石器時代文化研究会
11.信州ローム研究会「長野県内旧石器出土地一覧」『信州ローム』第 8号,17-21頁 ,信州ローム研究会
12.信州ローム研究会「長野県内旧石器関係文献目録」『信州ローム』第 8号,22-29頁 ,信州ローム研究会
13.高橋 桂「北信濃小坂遺跡の調査」『考古学雑誌』第48巻 第 3号,61-71頁 , 日本考古学会
14.沼 津女子高等学校郷土研究部編『うぶすな』第 9号 (南伊豆町特集号)

15。 林 茂樹「長野県手長丘遺跡調査報告」『石器時代』第 6号, 1-21頁 ,石器時代文化研究会
16.向 坂鋼二「浜松市発見の有舌尖頭器二例」『石器時代』第 6号,54-55頁 ,石器時代文化研究会
17.村田文夫「神奈川県出土の有舌尖頭器JF上代文化J第 33輯,16頁,國學院大學考古学会
18.横田義章「松本平の先土器文化の遺物 lJ『信州ローム』第 8号,14-15頁 ,信州ローム研究会
西日本

19.鎌木義昌「先土器文化」『家島群島』,69-78頁 ,家島群島総合学術調査団
単行本
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20.新城市教育委員会『新城市誌』

21.原町『静岡県原町誌」

1964年

綸 文

1.加藤 稔「尖頭器について」『山形県の無土器文化J,43-47頁 ,山形県教育委員会

2.滝沢 浩「尖頭器」『考古学手帳』第23号, 2-5頁 ,考古学手帳同人

3.戸沢充則「縄文文化起源論の系譜」『日本考古学の諸問題』, 1-15頁 ,河出書房新社

4.山内清男ほか「日本先史時代概説 一無土器文化・縄文式文化―」『日本原始美術 第 1巻 (縄紋式土器)』 ,135-147頁 ,講談社

報告・資料紹介

北海道

5。 藤本 強「北海道常呂郡留辺薬町紅葉山遺跡発掘調査報告」『考古学雑誌』第50巻第 2号, 1-20頁 , 日本考古学会

東日本

6.大坪二三男「真岡市猿山出上の尖頭器」『栃木考古学研究』3,1-2頁 ,栃木考古学研究会

7.大坪二三男「有舌尖頭器の新資料 (そ の二) 一芳賀郡茂木町発見の例―」『栃木考古学研究』4,3頁,栃木考古学研究会

8.岡 田淳子「茨城県丸山古墳々丘発見の有茎尖頭器」『考古学集刊』第 2巻第 3号,36頁 ,東京考古学会

9.柏倉亮吉編『山形県の無土器文化』,山形県教育委員会

10.加藤 稔『山屋 。東山遺跡』,新庄市教育委員会

11.金井典美ほか「長野県霧ヶ峰物見岩遺跡調査概報 (第一次～第二次)」 『考古学雑誌』第50巻第 2号,39-48頁 , 日本考古学会

12.児玉司農武ほか「鷹山遺跡発掘調査略報」『長野県考古学会連絡紙J ll,4-5頁 ,長野県考古学会

13.滝 沢 浩「埼玉県市場坂遺跡 一関東地方におけるナイフ形石器文化の一様相―」『埼玉考古』第 2号,39-56頁 ,埼玉考古学会

14.戸 沢充則「矢出川遺跡 (長野県南佐久郡南牧村)」 『考古学集刊』第 2巻第 3号, 1-36頁 ,東京考古学会

15.中 村龍雄「星ヶ塔末端の黒耀石産地 一石器原産地長野県諏訪郡下諏訪町水月公園―」『信濃』第16巻 第 8号,47-53頁 ,信濃史学

会

16.中 村紀男「栃木県茂木町小深発見の尖頭器について」r若木考古』第70号, 2-3頁 ,國學院大學考古学会

17.中 村紀男「有舌尖頭器の新資料 (そ の一) 一塩谷郡喜連川町発見の例一」『栃木考古学研究』4,2頁,栃木考古学研究会

18.林 茂樹「長野県上伊那郡神子柴遺跡 (第 2次調査 )」
F日 本考古学年報12 昭和34年度』,56-58頁 , 日本考古学協会

19.林 茂樹「ローム層内における石器製作址の調査 一長野県伊那市御園尖頭器遺跡―」『日本考古学協会第30回総会研究発表要旨1,

3頁 , 日本考古学協会

20.樋口清之ほか『伊勢見山遺跡調査概要』,國學院大學考古学第一研究室

21.横田義章「小県郡男女倉遺跡 ―その概要と研究課題」『信濃J第 16巻第 4号,45-56頁 ,信濃史学会

西日本

22.松崎寿和ほか編 r帝釈峡遺跡群の調査研究 1 1961年～1963年度』

1965年

論 文

1,大場利夫ほか「北海道の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代』,174-197頁 ,河出書房新社

2.岡本 勇・松沢亜生「相模野台地におけるローム層内遺跡群の研究」『物質文化』第 6号, 1-14頁,物質文化研究会

3.加藤 稔「東北地方の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代J,198-221頁,河出書房新社

4.鎌木義昌ほか「瀬戸内海地方の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代』,284-302頁 ,河出書房新社

5.鎌木義昌ほか「九州地方の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代』,303-322頁 ,河出書房新社

6.鎌木義昌「縄文文化の概観」『日本の考古学 第 2巻 縄文時代J, 2-28頁 ,河出書房新社

7.芹沢長介「周辺文化との関連」『日本の考古学 第 2巻 縄文時代J,418-442頁 ,河出書房新社

8.芹沢長介「無土器文化の編年について」『考古学研究』第11巻 第 3号,16-28頁 ,考古学研究会

9.戸沢充則「尖頭器文化」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代J,145-160頁 ,河出書房新社

10.戸 沢充則「関東地方の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代』,222-241頁 ,河出書房新社

11.戸 沢充則「先土器時代における石器群研究の方法 ―考古学的な資料を、歴史学的な認識の素材とするまでの、整理 と理解の過程に

関する方法論への試みとして一」『信濃』第17巻第 4号, 1-14頁 ,信濃史学会

12.中村孝二郎「中部地方北部の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代J,242-263頁 ,河出書房新社

13.藤森栄一「中部地方南部の先土器時代」『日本の考古学 第 1巻 先土器時代J,264-283頁,河出書房新社

報告・資料紹介

北海道

14.大塚和義「白滝鴻上台地 V地点の石器群」『FieldJ第 1号, 1-4頁 ,北海道青年人類科学研究会

15.芹 沢長介「北海道モサンル遺跡出土の石器」『日本考古学協会第31回総会研究発表要旨』, 1頁 , 日本考古学協会

16.戸 沢充則「北海道置戸安住遺跡の石器群」『日本考古学協会第31回総会研究発表要旨』, 1頁 , 日本考古学協会

17.山崎博信「北海道紋別郡滝ノ上町の石器 其の 2」 『アイヌ・モシリ』No9,17-26頁 ,北海道学芸大学考古学研究会

東日本

18.金井典美「長野県霧ヶ峯八島遺跡の石器」『長野県考古学会誌』 2号,40-45頁 ,長野県考古学会

19.金井典美ほか「先土器時代における高冷地遺跡の自然環境」「信濃J第 17巻 第 8号,57-60頁 ,信濃史学会

20.杉原荘介ほか「静岡県休場遺跡における細石器文化」『考古学集刊』第 3巻第 2号, 1-33頁 ,東京考古学会

21.杉原荘介ほか「静岡県休場遺跡における細石器文化とその炉址」『日本考古学協会第31回総会研究発表要旨』, 1-2頁 , 日本考古学

協会

22.芹沢長介「有舌尖頭器を出土した新潟県中林遺跡」『日本考古学協会昭和40年度大会研究発表要旨』, 4頁 , 日本考古学協会

23.辰己四郎ほか「栃木県大谷寺洞穴遺跡の調査」『日本考古学協会昭和40年度大会研究発表要旨』, 6-7頁 , 日本考古学協会
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24.中 村孝二郎『中土遺跡J,長岡市立科学博物館
25。 中村龍雄「長野県丁字沢遺跡の先土器文化」『信濃』第17巻第10号 ,51-59頁 ,信濃史学会
26.樋口昇一ほか「木曽開日高原における縄文以前の文化」『信濃』第17巻 第 6号,59-70頁 ,信濃史学会
27.宮坂英式ほか「長野県大門峠割橋遺跡発掘調査報告 ―無土器文化配石遺構の一例―」『考古学雑誌』第50巻第 1号,50-59頁 , 日

本考古学会

28.宮沢恒之「伊那谷の尖頭器三例」『長野県考古学会誌J3号 ,16頁 ,長野県考古学会

西日本

29.早川正一ほか「二重県石神遺跡出土の石器群」『考古学雑誌J第 50巻第 3号, 1-12頁 , 日本考古学会
30.松崎寿和ほか「1965年 度帝釈峡遺跡群の発掘調査」『日本考古学協会昭和40年度大会研究発表要旨』, 5頁 , 日本考古学協会
九 州

31.麻生 優ほか「長崎県佐世保市岩下洞穴の調査」『日本考古学協会昭和40年 度大会研究発表要旨J, 5頁 , 日本考古学協会
32.鎌木義昌ほか「長崎県福井岩陰 ―第一次発掘調査の概要―」『考古学集刊』第 3巻第 1号, 1-14頁 ,東京考古学会
33.鈴木重治「宮崎県下五ヶ瀬川流域の洞穴調査 ―ポイントを主体とした出羽洞穴―J『 日本考古学協会昭和40年度大会研究発表要旨』,

3-4頁 , 日本考古学協会

単行本

34.杉原荘介編『日本の考古学 第 1巻 先土器時代』,河出書房新社

35.鎌木義昌編『日本の考古学 第 2巻 縄文時代J,河 出書房新社

36.長泉町『長泉郷土誌」

37.藤森栄一『旧石器の狩人』,学生社

1966年

論 文

1.近藤義郎「後氷期における技術的革新の評価についてJ『考古学研究』第12巻第 1号,10-15頁 ,考古学研究会
2.芹沢長介「新潟県中林遺跡における有舌尖頭器の研究」『東北大学 日本文化研究所研究報告』第 2集 , 1-67頁 ,東北大学 日本文化

研究所

3.山崎博信「北海道における有舌尖頭器について」『北海道考古学』第 2輯,31-42頁 ,北海道考古学会

報告・資料紹介

北海道

4.杉原荘介ほか「北海道白滝服部台遺跡の調査」『日本考古学協会第32回総会研究発表要旨J, 1頁 , 日本考古学協会

東日本

5.麻生 優ほか「静岡県磐田市大藤池端前遺跡」『人類学雑誌』第74巻第 2号,33-46頁 , 日本人類学会
6.江崎 武「千葉市加曽利発見の有舌尖頭器」r金鈴」第19号 ,45頁,早稲田大学考古学研究会

7.和賀町教育委員会『和賀仙人遺跡第 1次調査略報』
8.金井典美ほか「長野県霧ヶ峰物見岩遺跡調査報告 (第 四次・第五次)」 『考古学雑誌』第52巻第 2号,33-44頁 , 日本考古学会
9.吉祥寺南町遺跡調査団『吉祥寺南町三丁目遺跡B地点』
10.鈴木 孝志ほか「岩手県和賀郡和賀仙人遺跡の調査」 F日 本考古学協会昭和41年度大会研究発表要旨」, 1頁 , 日本考古学協会
11.芹 沢長介『星野遺跡 ―栃木市星野遺跡第 1次発掘調査報告』栃木市教育委員会
12.中村孝二郎「越後の無土器時代」『先史時代 と長岡の遺跡』,47-51頁,長岡市立科学博物館
13.宮坂英式ほか『蓼科』茅野市尖石考古博物館研究室
14.樋口昇一編 r昭和40年度松本諏訪地区新産業都市地域内埋蔵文化財緊急分布調査報告J,長野県考古学会
西日本

15.間 壁霞子「高梁川下流域の無土器文化遺跡」『倉敷考古館研究集報』第 2号,39-42頁 ,倉敷考古館
九 州

16.長崎県教育委員会『福井洞穴調査報告 図録篇J

1967年

論 文

1.木村英明「北海道先土器時代文化終焉に関する一考察」『古代文化』第19巻 第 2号,28-38頁 ,(財 )古代學協會
2.小林達雄「長野県西筑摩郡開田村柳又遺跡の有舌尖頭器とその範型」『信濃』第19巻第 4号,25-32頁 ,信濃史学会
3.杉原荘介「日本先土器時代の新編年に関する試案」r信濃J第 19巻 第 4号, 1-4頁 ,信濃史学会
4.芹沢長介「旧石器時代の終末と土器の発生」F信濃J第 19巻 第 4号, 5-12頁 ,信濃史学会
5.芹沢長介「日本における旧石器の層位的出土例と14c年代」『東北大学 日本文化研究所研究報告』第 3集 ,59-109頁 ,東北大学 日本

文化研究所

6.芹沢長介「日本の旧石器 (5)」 r考古学ジャーナル』第 8号, 7-11頁 ,ニュー・サイエンス社
7.芹沢長介「日本の旧石器 (6)」 『考古学ジャーナルJ第 10号 , 9-12頁 ,ニ ュー・サイェンス社
8.芹沢長介「日本の旧石器 (7)」 『考古学ジャーナル』第11号 ,10-11頁 ,ニ ュー・サイェンス社
9.芹沢長介「日本の旧石器 (8)」 『考古学ジャーナル』第12号,10-13頁,ニ ュー・サイェンス社
10.芹 沢長介「日本の旧石器 (9)」 『考古学ジャーナル』第13号, 5-8頁 ,ニュー・サイェンス社
11. RICHARD E.MORLAN THE PRECERAMIC PERIOD OF HOKKAIIX):AN OUTLINE Arctic Anthropo10gy V01.Ⅳ ,Nol,

164-220ラミ
報告 ‐資料紹介

北海道

12.桑原 護「北海道北見市中本遺跡出土の石器」『Field』 第 4号, 1-5頁 ,北海道青年人類科学研究会
13.戸 沢充則「北海道置戸安住遺跡の調査とその石器群」『考古学集刊』第 3巻第 3号, 1-44頁 ,東京考古学会
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東日本

14.相沢忠洋「群馬県赤堀石山遺跡 ―上部ローム層中終末期の石器文化―」『考古学ジャーナル』第 9号,22-23頁,ニ ュー・サイエ

ンス社

15。 江坂輝弥ほか「愛媛県上黒岩洞穴」『日本の洞穴遺跡」,224-236頁 ,平几社
16.和 賀町教育委員会『岩手県和賀仙人遺跡第 2次調査略報J

17.柏倉亮吉ほか「山形県下の洞穴遺跡」『日本の洞穴遺跡」,59-65頁 ,平几社

18。 加藤 稔「山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦記念論文集 山形県の考古と歴史J,27-47頁 ,柏倉亮
吉教授還暦記念会

19.木村幾太郎「長野県小坂遺跡出土の尖頭器」 r若木考古』第84号, 2-3頁 ,國學院大學考古学会

20.佐藤禎宏「庄内平野周縁部における先土器文化」『柏倉亮吉教授還暦記念論文集 山形県の考古と歴史』,12-26頁 ,柏倉亮吉教授

還暦記念会

21.澄田正一ほか「岐阜県九合洞穴」『日本の洞穴遺跡J,188-201頁,平凡社
22.澄田正一ほか「酒呑ジュリンナ遺跡 ―わが国土器文化発生期の一様相―」『名古屋大学文学部研究論集J第 44号 , 1-24頁 ,名 古

屋大学文学部

23.芹沢長介「栃木県星野遺跡第 2次調査について」 r日 本考古学協会第33回総会研究発表要旨』, 4頁 , 日本考古学協会
24.芹沢長介ほか「埼玉県橋立岩陰遺跡」『石器時代』第 8号, 1-28頁 ,石器時代文化研究会
25.永峯光―「長野県石小屋洞穴J『 日本の洞穴遺跡」,160-175頁 ,平几社
26.中 村五郎「翁島出上の石槍」『福島考古』第 8号,37-38頁 ,福島県考古学会

27.長谷部 学「愛知県宝飯郡一宮町日吉原遺跡J『古代文化』第18巻第 5号,101-105頁 ,(財 )古代學協會
28.森鳴 稔「長野県長野市信田町上和沢出上の尖頭器 ―その神子柴系文化の系譜試論 (予報)一 」『信濃』第19巻 第 4号,33-35頁 ,

信濃史学会

29.山 内清男ほか「下北の無土器文化 ―青森県上北郡東北町長者久保遺跡発掘報告一」『下北 ―自然・文化・社会―』,98-108頁 ,

九学会連合下北調査委員会

30.山 本寿々雄「山梨県大幡川断崖砂礫層直上 (四 層)よ り出土した細石器、有舌尖頭器及び土器について (予報)」 『甲斐考古』第10号 ,

1-8頁 ,山梨県考古学資料室

31.山 本寿々雄「山梨県桂川流域に出土を見た尖頭器及び有舌尖頭器について」r甲斐考古』第 4号, 1-2頁 ,山梨県考古学資料室

西日本

32.岡本健児ほか「高知県不動が岩屋洞穴」『日本の洞穴遺跡』,236-250頁 ,平几社

33.大阪府教育委員会『弁天山B4号墳』
九 州

34.鎌木義昌ほか「長崎県福井洞穴」『日本の洞穴遺跡』,256-265頁 ,平几社

35.杉村彰一「熊本県鹿本郡鹿北町柿原発見の尖頭器」『考古学集刊』第 3巻第 3号,東京考古学会

36.鈴木重治「出羽洞穴の第 2次調査 一石英製石器を中心に一」『日本考古学協会第33回総会研究発表要旨」, 5頁 , 日本考古学協会
37.鈴木重治「宮崎県出羽洞穴」『日本の洞穴遺跡』,298-314頁 ,平凡社

38.鈴木重治「宮崎県出羽洞穴の発掘調査」『考古学ジャーナル』第 4号,12-16頁 ,ニュー・サイエンス社

単行本

39.島津義昭編『若木考古』第85号 (若木祭特輯号 図版編),國學院大學考古学会

1960年

論 文

1.大井晴男「日本の先土器時代石器群の系統について」『北方文化研究』第 3号,45-93頁 ,北海道大学文学部附属北方文化研究施設

2.大塚和義「縄文草創期に関する問題点」『古代文化」第20巻第 8・ 9号,165-170頁 ,(財 )古代學協含
3.加藤晋平「片刃石斧の出現時期」『物質文化』第11号, 1-11頁 ,物質文化研究会

4.森鳴 稔「ある形態の尖頭器をめ ぐって 一長野県安茂里萩の平出上の尖頭器を中心に一」『信濃』第20巻 第 9号,28-31頁 ,信濃

史学会

5.山内清男「矢柄研磨器について」『日本民族と南方文化』,63-87頁 ,平几社

報告・資料紹介

東日本

6.秋本真澄『伊豆の後期旧石器文化図録』

7.大仁町教育委員会『大仁町の旧石器・縄文文化』

0。 岡崎文書『松戸市子和清水発見の石槍について」『大塚考古』第 9号 ,29-31買,大塚考古学会

9.金井典美ほか「長野県霧ヶ峯高原の旧石器文化の環境とC14年代」『考古学ジャーナル』第23号,16-20頁 ,ニュー・サイエンス社

10.加藤 稔「山形県中津川上屋地遺跡の調査」『日本考古学協会昭和43年 度大会研究発表要旨』, 2頁 , 日本考古学協会

11.川上 元「長野県菅平高原の先土器文化遺跡 (― )」 『信濃』第20巻第 4号,89-95頁 ,信濃史学会

12.川上 元「長野県菅平高原の先土器文化遺跡 (二 )」 『信濃J第 20巻第11号,51-54頁 ,信濃史学会

13.小林 亨「長野県上水内郡信濃町狐久保遺跡緊急発掘調査概報」『信濃』第20巻第 4号,96-109頁 ,信濃史学会

14.酒井仁夫ほか「神奈川県大和市下鶴間発見の石器について」『大塚考古』第 9号,22-28頁 ,大塚考古学会

15。 篠原 正「遺跡をたづねて 1、 七栄出土のポイント」『成田史談」14号,14-15買,成田史談会

16.芹 沢長介『星野遺跡第 2次発掘調査報告書』栃木県教育委員会

17.芹 沢長介ほか「新潟県田沢遺跡の発掘調査予報」『考古学ジャーナル』第27号, 6-8・ 14頁,ニュー・サイエンス社

18.戸 沢充則「埼玉県砂川遺跡の石器文化」『考古学集刊』第 4巻第 1号, 1-42頁 ,東京考古学会

19。 長野県企業局『和田峠遺跡緊急発掘調査報告書J

20。 中村龍雄「長野県和田峠丁字沢遺跡先土器文化 (続報 )」 『信濃』第20巻第 4号,84-88頁 ,信濃史学会

21.沼  弘ほか「福井県鳴鹿遺跡出土の旧石器」『福井考古』第 1号, 1-10頁 ,福井考古学研究会
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22.南箕輪村教育委員会『神子柴遺跡緊急発掘調査』
23.三村久美「東京都北多摩郡大和町砂野発見の大形槍先形尖頭器」『考古学集刊』第 4巻第 1号,92頁 ,東京考古学会

24.三村久美ほか「埼玉県場北遺跡の先土器時代資料」『考古学集刊J第 4巻第 2号,88-90頁 ,東京考古学会

25.村田文夫「多摩丘陵最東端における有舌尖頭器二例」「古代文化』第20巻第 8・ 9号,185-186頁 ,(財 )古代學協會

27.森鳴 稔「長野県小県郡真田町菅平 B遺跡の調査」『日本考古学協会昭和43年度大会研究発表要旨』, 3頁 , 日本考古学協会

20。 湯浅喜代治ほか『千葉県松戸市周辺の先縄文文化遺物について」『下総考古学」 3号, 1-7頁 ,下総考古学研究会

西日本

29.天羽利夫「徳島県鳴門市大麻町出土の有舌尖頭器」『古代文化』第20巻第 8・ 9号,184頁 ,(財 )古代學協會

30.岩見野 司「二重県員弁郡照光寺西南遺跡出土の有舌尖頭器」『古代文化』第20巻第 8・ 9号,183頁 ,(財 )古代學協會

31.大場範久「二重県出上の有舌尖頭器」『古代文化』第20巻第 8・ 9号,187-192頁 ,(財 )古代學協會
32.袖岡正清ほか「山城盆地における有柄尖頭器の資料」「古代文化』第20巻 第 8・ 9号,181-182頁 ,(財 )古代學協會

33.間壁霞子「坂出市櫃石島採集の石器」r倉敷考古館研究集報』第 4号,35-44頁 ,倉敷考古館
九 州

34.麻生 優編『岩下洞穴の発掘記録」

35.山 口譲治「長崎県福崎遺跡の先土器文化」『若木考古J第 90号, 1頁 ,国學院大學考古学会

単行本

36.相澤忠洋『「岩宿」の発見 幻の旧石器を求めて』,講談社

37.浜松市 r浜松市史」

1969年

論 文

1. Shizuo Oda「 Some Aspects of Japanese Preceramic Age:The Microlithic Tendency in the Southwestern Parts of Japan」

『人類学雑誌』第77巻第 5・ 6号,40-61頁 , 日本人類学会

2.稲 田孝司「尖頭器文化の出現と旧石器的石器製作の解体」『考古学研究』第15巻第 3号, 3-18頁 ,考古学研究会

3.加藤 稔「東北地方の旧石器文化 (前編)」 『山形県立中央高等学校研究紀要』第 1号, 1-17頁 ,山形県立中央高等学校
4.山内清男「縄紋草創期の諸問題」『MUSEUM』 第224号, 4-22頁 ,東京国立博物館

報告・資料紹介

北海道

5。 加藤晋平ほか『中本遺跡 北海道先土器遺跡の発掘報告』,永立出版

東日本

6.安達厚三編『萩平遺跡A地点第 2次発掘調査報告J新城市誌資料Ⅸ

7.金井典美ほか「長野県霧ヶ峯池のくるみ先土器文化遺跡調査報告 (第一次・第二次)」 『考古学雑誌』第55巻第 2号, 1-19頁 , 日本

考古学会

8.杉原荘介ほか「神奈川県月見野遺跡群における関東ローム層と石器文化J『 日本考古学協会第35回総会研究発表要旨J, 3-5頁 , 日
本考古学協会

9.戸前博之「木曽開田高原採集の有舌尖頭器 2例」『信濃』第21巻第 4号,80-83頁 ,信濃史学会

10.明 治大学考古学研究室ほか『神奈川県大和市月見野遺跡群調査概報』
11.本橋 清ほか「埼玉県砂川遺跡発見の一尖頭器」『考古学集刊』第 4巻第 3号,72頁,東京考古学会

西日本

12.江坂輝弥ほか「愛媛県上黒岩岩陰遺跡第四次調査速報 -1969年 8月 2日 ～14日 ―」『考古学ジャーナル』第37号,17-19頁 ,ニ ュ

ー・サイエンス社

13.岡 本健児ほか「高知県不動岩屋洞窟遺跡 一第H次発掘調査報告―」『考古学集刊』第 4巻第 3号,15-32頁 ,東京考古学会
14.山 本慶―「鷲羽山採集の石器と土器」F倉敷考古館研究集報』第 6号, 1-37頁 ,倉敷考古館

単行本

15。 加藤晋平・藤本 強『一万年前のたんのJ,北海道端野町

16.山 形県『山形県史資料編11 考古資料編J

1970年

論 文

1.大井晴男「いわゆる「有舌尖頭器」について」『北海道考古学』第 6輯,119-135頁 ,北海道考古学会
2.加藤晋平「先土器時代の歴史性と地域性」『講座郷土史と考古学』第 1巻,58-92頁 ,朝倉書店
3.加藤晋平ほか「エンド・スクレィパーについて 一北海道常呂郡端野町吉田遺跡の例―」『考古学雑誌J第 55巻 第 3号,44-74頁 ,

日本考古学会

4.鎌田俊昭「先土器時代終末と土器出現期における地域性の展開 (卒論要旨)」 『遮光器J3号, 1-35頁 ,み ちのく考古学研究会
5。 戸沢充則「狩猟・漁榜生活の繁栄と衰退」『古代の日本第 7巻 (関東)』 , 7-24頁 ,角 川書店
報告・ 資料紹介

東日本

6.安達厚三「石器の製作工程と機能に関する覚え書 ―静岡県天竜市発見の大形尖頭器―」『古代文化』第22巻 第 5号,111-115頁 ,

(財 )古代學協會

7.石岡憲雄ほか「青森市三内丸山地区出上の尖頭器」『遮光器』第 3号,36-38頁 ,み ちのく考古学研究会
8.市川市教育委員会 r殿台遺跡」
9.大参義―「酒呑ジュリンナ遺跡 (2)」 『名古屋大学文学部研究論集』第50号,117-140頁 ,名 古屋大学文学部
10.神村 透「開田高原での発掘調査から 一有舌尖頭器を求めて一」『考古学研究』第16巻第 3号,17-20頁 ,考古学研究会
11.キ ダー. J.E。 ほか「Preceramic ChrOnology of the Kanto;ICU LOc28C」 『人類学雑誌』第78巻 第 2号,140-156頁 , 日本人
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類学会

12.佐 藤達夫「長野県南佐久郡野辺山B5地点の石器 ―ナイフ形石器の編年に関する覚書―」r信 濃J第 22巻第 4号, 1-6頁  信濃

史学会

13.富 沢町教育委員会『天神堂遺跡発掘調査報告書J

14.中村龍雄ほか「和田峠先土器遺跡の新知見」『長野県考古学会誌J9号,27-28頁 ,長野県考古学会

15.野 川遺跡調査会「東京都・野川遺跡の発掘調査」『考古学ジャーナル』第49号,18-19頁 ,ニュー・サイエンス社

16.瑞穂町教育委員会『狭山・六道山・浅間谷遺跡』
17.森鳴 稔「長野県塩尻市高出遺跡第 I地区の遺物群」『日本考古学協会第36回総会研究発表要旨』, 2頁 , 日本考古学協会

18.山本暉久「長野県和田峠発見の石器新資料」『古代」第53号 ,26-32頁 ,早稲田大学考古学会

西日本

19て 安達厚三「奈良県宇陀郡宇陀川川底発見の有舌尖頭器」『古代文化』第22巻 第 3号,67頁 ,(財 )古代學協會

20.置田雅昭「南河内発見の有茎尖頭器一例」『古代文化J第22巻第 3号,69-72頁 ,(財 )古代學協會

21.掲磨正信ほか「和歌山県出土の有舌尖頭器」『古代文化』第22巻第 9号,211-212頁 ,(財 )古代學協會

22.兼康保明「神戸市兵庫区下谷上出土の有茎尖頭器」『古代文化J第 22巻 第 3号,72-73頁 ,(財 )古代學協合

23.同 志社大学考古学研究会「奈良県北葛城郡香芝町関屋発見の有茎尖頭器」『古代文化』第22巻 第 3号,68-69頁 ,(財 )古代學協會

24.四 手井晴子「滋賀県の有舌尖頭器他」『古代文化J第 22巻 第 3号,63-67頁 ,(財 )古代學協會
25.山 田良三「京都府井手町出土の有舌尖頭器」『古代文化J第22巻第 9号,213頁 ,(財 )古代學協會

九 州

26.池水寛治「水俣市石飛遺跡出土の有舌尖頭器について」『日本考古学協会第36回総会研究発表要旨』, 3-4頁 , 日本考古学協会

単行本

27.菅平研究会『菅平の古代文化」

1971年

論 文

1.加藤晋平ほか「多面体彫器の問題 一北海道東部間村・吉村両遺跡の調査から一」『考古学ジャーナルJ第57号,10-22頁 ,ニ ュー

・サイエンス社

2.鎌 田俊昭「片刃打製石斧と両面加工尖頭器 ―特に工程よりの考察―」「遮光器』 4号, 1-4頁 ,み ちのく考古学研究会

3.鈴木忠司「野岳遺跡の細石核と西南日本における細石刃文化」『古代文化』第23巻 第 8号,175-192頁 ,(財 )古代學協含

4.佐藤達夫「考古学講座 無土器文化の石器」『日本歴史J第276号,111-123頁 , 日本歴史学会

5.佐藤達夫「縄紋式土器研究の課題 ―特に草創期前半の編年について一」『日本歴史』第277号,107-123頁 , 日本歴史学会

6.中森成行「先土器文化終末から縄紋文化への移行について 一細石刃文化を中心として一」『信濃」第23巻 第 6号,63-67頁 ,信濃

史学会

7.長谷川 寛ほか「北海道先土器石器群の年代について」『物質文化』第17号, 1-6頁 ,物質文化研究会

8.横 山英介「北海道の旧石器時代文化について」『北海道考古学』第 7輯, 1-16頁 ,北海道考古学会

報告 。資料紹介

北海道

9.加藤晋平ほか「速報 北海道常呂郡端野町川向・間村遺跡の調査」『考古学ジャーナル』第52号,19-20頁 ,ニュー・サイエンス社

東日本

10.足 立順司ほか「掛川市和田岡出上の槍先形尖頭器」『森町考古』3,17-19頁 ,森町考古学研究会

11.宇 野修平「西川町松の木平の尖頭器と掻器について」『寒河江考古』2,27-34頁 ,寒河江考古友の会

12.協和町教育委員会『米ヶ森遺跡発掘調査報告書』

13.児玉司農武「小県郡長門町大門追分遺跡無土器文化略報」『長野県考古学会誌』12号,45頁 ,長野県考古学会

14.小林達雄ほか「野川先土器時代遺跡の研究」F第 四紀研究』第10巻 第 4号,231-252頁 , 日本第四紀学会

15.相模野考古学研究会『先土器時代分布調査報告書 相模野篇』

16。 (財)千葉県北総公社『三里塚 ―新東京国際空港用地内における考古学的調査―J

17.戸 田哲也ほか「外Jヽ代遺跡採集のポイントについて」r成 田史談」17号,16-19頁,成田史議会

18.富 沢町史編纂室『天神堂遺跡 ―発掘調査報告概報―J

19.中 村孝二郎『御淵上遺跡』,長岡市立科学博物館

20.野川遺跡調査会『野川遺跡調査概報』

21.野川遺跡調査会「野川遺跡の調査」r文化財の保護J第 3号,33-47頁 ,東京都教育委員会

22.平代坂遺跡調査会「速報 東京・平代坂遺跡の調査」『考古学ジャーナル』第61号,18-20頁 ,ニュー・サイエンス社

23.松戸市教育委員会 r大橋 松戸市大橋大塚越 。内山遺跡の発掘調査報告』

24.湯浅喜代治 r有舌尖頭器」『かみしき』5,3買 ,下総史料館

25.湯浅喜代治「ポイント形石器」Fかみ しき」6,3買,下総史料館

26.吉 田 格「小平市回田 。国分寺市多喜窪・殿ヶ谷戸北遺跡の石槍」『考古学ノー ト」第 1号, 9-11頁,武蔵野文化協会考古学部会

九 州

27.杉原荘介ほか「佐賀県原遺跡における細石器文化の様相」F考古学集刊』第 4巻第 4号, 1-28頁 ,東京考古学会

28.西村隆司「多久尖頭器文化について 一尖頭器の用途―」r鬼鼻山』3,6-8頁 ,多久考古学会

単行本

29.市川市史編纂委員会「市川市史 第 1巻 原始古代」

30.伊藤信雄ほか『座談会 現代の考古学』,学生社

31.佐々木洋治『高畠町史 別巻 考古資料篇J

32.富 沢町史編纂室『富沢町の先史文化』
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1972年

論 文

1.川上 元「尖頭器をめ ぐる編年の覚書」『信濃』第24巻 第 9号,67-74頁 ,信濃史学会

2.鈴木道之助「縄文時代草創期初頭の狩猟活動 ―有舌尖頭器の終焉と石鏃の出現をめ ぐって一」『考古学ジャーナル』第76号,10-
20頁 ,ニュー・サイエンス社

報告・資料紹介

北海道

3.岩本圭輔「北海道モサンル遺跡の石器」『歴史』第42号 , 1-16頁 ,東北史学会

東日本

4。 新井 徹「習志野市発見の有舌尖頭器」「・S、 さJ第 2号 , 7買 ,・ 、ヽさの会

5.小野真一ほか『駿河小塚 ―静岡県における先土器文化の研究―J沼津考古学研究所ほか

6.加藤 稔『上屋地遺跡 一山形県飯豊町上屋地遺跡A地点第 1次発掘調査報告―J,山形県立博物館

7.常総台地研究会『茨城県高萩市赤浜遺跡発掘調査報告書』
8.鈴木道之助「千葉県印施郡白井町発見の有舌尖頭器」『・S、 さ」第 2号, 6頁,.S、 さの会

9.栃木県教育委員会『天矢場遺跡』

10.長 野県教育委員会『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 下伊那郡高森町地内その 2 昭和47年度J

ll.長野県教育委員会『小県郡和田村和田山遺跡緊急発掘調査報告書』
12.橋本 正「富山県直坂遺跡の調査」『考古学ジャーナルJ第 76号 ,24-25頁 ,ニュー・サイエンス社

13.肥留間 博「残掘川流域発見の尖頭器」『考古学ノー トJ第 2号,17-18頁 ,武蔵野文化協会考古学部会

14.町 田市鶴川遺跡調査団『鶴川遺跡群J

15。 湯浅喜代治「ポイント形石器」rかみしき」0,3頁,下総史料館

16.横田義章ほか『男女倉 黒耀石原産地地帯における先土器文化石器群』,信州ローム研究会
17.四街道町千代田遺跡調査会『千代田遺跡 ―千葉県印格郡四街道町―」

西日本

18.秋枝 芳「奈良県橿原市川西町発見の有舌尖頭器」『古代学研究』第63号,10頁 ,古代学研究会
19.片 岡 肇「舞鶴市小橋川川床発見の有舌尖頭器」r古代文化J第 24巻 第 9号,270-271頁 ,(財 )古代學協會

20.坪倉利正ほか「京都府奥丹後地方発見の有舌尖頭器」r古代文化J第24巻第 9号,268-269頁 ,(財 )古代學協會
21.宝川昭男「下関市武久町の洪積世層出土尖頭器」『考古学ジャーナル』第71号,19-21頁 ,ニュー・サイエンス社

1973年

論 文

1.上野秀一ほか「東北地方の細石刃技術とその北海道との関連について」『北海道考古学』第 9輯,25-49頁 ,北海道考古学会
2.加藤 稔「東北地方の旧石器文化 (後編)」 『山形県立中央高等学校研究紀要J第 3号, 1-28頁 ,山形県立中央高等学校
3.加藤 稔「ある研究史 一最上川・荒川流域における後期旧石器文化研究の諸問題―」『山形考古』第 2巻第 2号,31-54頁 ,山形

考古学会

4.佐々木洋治「山形県における縄文草創期文化の研究 I」 『山形県立博物館研究報告J第 1号,47-65頁 ,山形県立博物館
5.林 謙作「層序区分 一その現状 と問題′点―」『物質文化』第21号, 1-17頁 ,物質文化研究会

報告・資料紹介

北海道

6.遠軽町教育委員会『タチカルシュナイ遺跡1972 北海道タチカルシュナイ第V遺跡の草地改良にともなう旧・中石器時代遺跡の調査

報告J

7.陸別町教育委員会『斗満遺跡』

東日本

8.宇野修平・佐藤禎広「山形県新庄市新堤遺跡の旧石器 (1)J『 山形考古』第 2巻第 2号, 7-18頁,山形考古学会
9.加藤 稔ほか『山形県岩井沢遺跡の研究 ―小国盆地の旧石器時代―J,小国町教育委員会
10.霧ヶ丘遺跡調査団『霧ヶ丘」

11.斉 木 勝「伊豆粕峠の黒曜石原産地」r考古学ノー トJ第 3号, 2-10頁 ,武蔵野文化協会考古学部会
12.(財)千葉県都市公社「京葉」

13.酒井忠一ほか編『越中山遺跡の研究序説』
14.佐倉市教育委員会『遺跡分布調査報告書 2 佐倉市上勝田 。瓜坪新田 。米田 。上別所地区」
15.宍 戸武昭「野川中州遺跡発見の先土器時代資料」『考古学ノー トJ第 4号,35-38頁 ,武蔵野文化協会考古学部会
16.常総台地研究会『茨城県における先土器時代資料 (そ の 1)」

17.杉原荘介『長野県上ノ平の尖頭器石器文化』,明治大学文学部考古学研究室
10.戸 田哲也『千葉県南大溜袋遺跡の調査」『考古学ジャーナル」第70号,16-17頁,ニ ュー・サイエンス社
19.富 山県教育委員会『富山県大沢野町直坂遺跡調査概要』
20。 長野県教育委員会『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告 ―上伊那箕輪町― 昭和48年度J

21.中 村龍雄ほか編『霧ヶ峰有料道路美ヶ原線埋蔵文化財分布調査報告書』
22.野川遺跡調査会『武蔵野公園遺跡 I』

23.平塚義和ほか「東京都黒目川上流域の先土器時代資料」『考古学ノー ト」第 4号,23-34頁 ,武蔵野文化協会考古学部会
24.森田金吉「川崎市子母口貝塚出土の石槍」『考古学ノー ト」第 3号,11-12頁 ,武蔵野文化協会考古学部会
25。 湯浅喜代治『ポイント形石器」『かみしき」9,3頁,下総史料館

単行本

26.吉田 格『関東の石器時代J,雄山閣出版

補 遺
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27.森山公―「ある特殊な削器 一石器製作工程を中心に一」『信濃』第25巻 第 6号,61-67頁 ,信濃史学会

1974年

論 文

1.小田静夫「千葉県における先土器文化 (1)」「史館」第 4号 , 1-5頁 ,史館同人

2.佐藤達夫「旧石器時代・無土器 (先土器)時代」『日本考古学の視点』上,24-63頁 , 日本書籍

3.佐藤達夫「黎明期の日本」『図説日本の歴史Jl,69-84頁 ,集英社

4.白石浩之「尖頭器出現過程における内容と評価」『信濃』第26巻第 1号,86-93頁 ,信濃史学会

5。 鈴木道之助 r下総台地における縄文時代初頭の文化」『史館J第 4号 , 6-29頁,史館同人

6.鈴木保彦「本州地方を中心とした先土器時代終末から縄文草創期における石器群の様相」『物質文化』第23号, 1-15頁 ,物質文化

研究会

報告・資料紹介

東日本

7.加藤晋平ほか「千葉県勝浦市における発掘調査 (1) 一長者ヶ台高梨遺跡―」「考古学ジャーナル」第90号 , 5-13頁 ,ニ ュー・

サイエンス社

8.北八王子遺跡調査会『北八王子西野遺跡』        ｀

9.桐生バイパス建設区域埋蔵文化財発掘調査委員会『桐生バイパス建設区域埋蔵文化財発掘調査報告書J

10。 (財 )千葉県都市公社 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書 H」

11。 (財)千葉県都市公社『市原市大蔵遺跡」
12。 (財 )千葉県都市公社『柏市鴻ノ巣遺跡』

13.酒井忠一ほか『越中山遺跡A'地点第一次発掘調査略報』,朝 日村教育委員会

14.坂下町教育委員会『椛の湖遺跡 岐阜県恵那郡坂下町椛の湖遺跡調査報告書J

15.下 村 修「長野県駒ヶ根市発見の石器について」『プレリュー ド』第17号, 2-4頁 ,旧石器文化談話会

16.東京都教育委員会『調布市仙川遺跡』

17.富 山県教育委員会『富山県福光町・城端町立野ヶ原遺跡群第二次緊急発掘調査概要J

10.中野久木遺跡調査団『流山市 中野久木遺跡調査報告書」
19.西井龍儀「富山県下の尖頭器の紹介」『大境』第 5号, 1-11頁 ,富山考古学会

20.練馬区池渕遺跡調査団『練馬区池渕遺跡調査略報』

21.富 士見市教育委員会『埼玉県富士見市所在ハケ上遺跡 打越遺跡 北通遺跡発掘調査報告書 付ハケ上遺跡B地点発掘調査概報』

22.平代坂遺跡調査会 F平代坂・七軒家』

23.松戸市郷土史料館『先土器時代の松戸 ―松戸市郷土史料館資料目録 1-」

24.宮塚義人ほか「神奈川県本蓼川遺跡の石器群について」『史館』第 3号, 1-22頁 ,史館同人

25.湯浅喜代治「ポイント形石器」『かみしき』11,3頁,下総史料館

26.湯浅喜代治「ナイフ形石器」『かみしき」12,3頁,下総史料館

27.立教大学考古学研究会『千葉県夷隅川流域分布調査報告書」

28.和田町教育委員会『男女倉遺跡調査概報』

西日本

29。 同志社大学旧石器文化談話会『ふたがみ 一二上山北麓石器時代遺跡群分布調査報告一』

九 州

30.下村 修ほか「佐賀県多久市茶園原周辺採集の石器」「プレリュー ド』第19号,16-20頁 ,旧石器文化談話会

単行本

31.杉原荘介『日本先土器時代の研究』講談社

32.芹沢長介ほか『古代史発掘 第 1巻 最古の狩人たち』,講談社

33.武居幸重『先土器時代の崩壊に関する諸問題 (1)J,諏 方郷土研究所

34.千 葉市史編纂委員会『千葉市史 原始・ 古代 。中世編J

35。 日本歴史学会『日本考古学の現状と課題』,吉川弘文館

1975年

論 文

1.麻生 優ほか「シンポジウム「旧石器の諸問題」縄文文化への移行」『日本の旧石器文化 第 1巻 総論編」,236-246頁 ,雄山閣出

版

2.小田静夫「千葉県における先土器文化 (2)」「史館J第 5号 , 1-10頁,史館同人

3.小野 昭「先土器時代石材運搬論ノー ト」『考古学研究』第21巻第 4号,17-19・ 33頁 ,考古学研究会

4.鎌木義昌「旧石器時代論」『講座 日本歴史 第 1巻 原始および古代 1』 ,35-74頁 ,岩波書店

5.鎌 田俊昭「関東 。東北地方における先土器時代中期石器文化の地域性と共通性 (1) 一「型式論」成立のために一」『物質文化J

第25号, 1-20頁 ,物質文化研究会

6.小林達雄「タイポロジー」F日 本の旧石器文化 第 1巻 総論編』,48-63頁 ,雄山閣出版

7.小林達雄「層位論」『日本の旧石器文化 第 1巻 総論編』,114-136頁 ,雄山閣出版

8.佐々木洋治「山形県における縄文草創期文化の研究 H」 「山形県立博物館研究報告』第 3号,25-43頁 ,山形県立博物館

9.橋本 正「富山県における先土器時代石器群の概要と問題点」『物質文化』第24号,15-29頁 ,物質文化研究会

10.橋本 正「石器の機能と技術」『日本の旧石器文化 第 1巻 総論編』,74-113頁 ,雄山閣出版

11.森 嶋 稔「旧石器文化の中から 一特に男女倉技法をめ ぐって一」『男女倉 国道142号新和田トンネル有料道路事業用地内緊急発掘

調査報告書』,169-173頁 ,和田村教育委員会
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報告・資料紹介

北海道

12.桑原 護「札滑遺跡」 r日 本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,57-67頁 ,雄山閣出版

13.杉原荘介ほか『北海道白滝服部台における細石刃文化」,明治大学文学部考古学研究室

14.千代 肇ほか「北海道八雲町上八雲の遺跡について」r北海道考古学』第11輯 , 9-18頁 ,北海道考古学会
15.鶴丸俊明「増田遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,30-41頁 ,雄山閣出版
16.畑  宏明ほか「水口遺跡」「日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,42-56頁 ,雄山閣出版
17.米村哲英「白滝遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,16-29頁 ,雄山閣出版

東日本

18.朝 日村教育委員会『越中山遺跡A'地点第二次発掘調査略報』
19.安達厚三「萩平遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,221-241頁 ,雄山閣出版
20.市川市教育委員会『美濃輪台遺跡 ―B地点―」

21.後野遺跡調査団「茨城県勝田市後野遺跡の調査 ―関東ローム層中の石器と土器の文化―」『考古学ジャーナルJ第 116号 ,12-14頁 ,

ニュー・サイエンス社

22.お おびた遺跡調査団ほか『おおびた遺跡 ―八千代市少年自然の家建設地内遺跡―J

23.加藤 稔「越中山遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,112-137頁 ,雄山閣出版
24.加藤 稔ほか「月山西麓の旧石器文化 一越中山遺跡群の調査―」『出羽三山・葉山の考古』,370-395頁 ,山形県総合学術調査会
25.神奈川県教育委員会『鳶尾遺跡J

26.鎌田俊昭ほか「宮城県大崎地方西北部における先土器時代遺跡群」『研究紀要』H,63-70頁 ,多賀城調査研究所
27.菊池強―「大台野遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,79-95頁 ,雄山閣出版
28.紅村 弘ほか『東海先史文化の諸段階 (本文編)』

29.児玉司農武ほか「男女倉遺跡A地点緊急発掘調査報告」『長野県考古学会誌』22号, 1-18頁 ,長野県考古学会
30。 (財)千葉県都市公社『阿玉台北遺跡」
31。 (財)千葉県都市公社『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書 III」

32。 (財)千葉県都市公社 r八千代市村上遺跡群J

33.埼玉県教育委員会 r鶴 ヶ丘 日本住宅公団 (川 越・鶴ヶ′鳥地区)埋蔵文化財発掘調査報告』
34.清 水谷古墳発掘調査団 r千葉県木更津市 清水谷遺跡 ―縄文時代早期・弥生時代中期・ 古墳時代―」
35.下諏訪町教育委員会『浪人塚下遺跡』

36.鈴木遺跡調査団『鈴木遺跡』
37.鈴木道之助「千葉県の遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,100-204頁 ,雄山閣出版
38.富樫泰時「米ヶ森遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,138-156頁 ,雄山閣出版
39.富山県教育委員会 r富 山県福光町・城端町立野ヶ原遺跡群第二次緊急発掘調査概要』
40.永野稲雄「上水内郡三水村大西原の男女倉型彫刻器」『長野県考古学会誌』22号,36頁 ,長野県考古学会
41.新里村教育委員会『峰岸山遺跡発掘調査報告 (第 1次 )』

42.新里村教育委員会 r峰岸山遺跡発掘調査報告 (第 2次 )』

43.西井龍儀「立美遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上 )』 ,255-280頁 ,雄山閣出版
44.原山 誠「上水内郡戸隠村うだれ沢採集の尖頭器 2例」F長野県考古学会誌』22号,35頁 ,長野県考古学会
45。 東原伸行「り|1崎市高津区末長久保台発見の有舌尖頭器」『り|1崎市文化財調査集録』第10集,70-71頁 ,川 崎市教育委員会
46。 干渇桜井遺跡調査団『千葉 。千渇桜井遺跡調査概要」
47.日 吉倉遺跡調査団『日吉倉遺跡 一千葉県印薦郡富里村日吉倉遺跡調査報告書―」
48.森嶋 稔「上ゲ屋遺跡」『日本の旧石器文化 第 2巻 遺跡と遺物 (上)J,206-220頁 ,雄山閣出版
49.森鳴 稔「上ゲ屋 b群の男女倉型スポール」『長野県考古学会誌』22号 ,23頁 ,長野県考古学会誌
50.森山公―「小県郡和田村男女倉遺跡 J地点採集の石器 ―故名取嘉信氏所蔵の資料から一」『長野県考古学会誌』22号,19-23頁 ,

長野県考古学会

51.和田村教育委員会『男女倉 国道142号新和田 トンネル有料道路事業用地内緊急発掘調査報告書』
西日本

52.大台町教育委員会『大台町の遺跡』
九 州

53.麻生 優「泉福寺洞穴の第五次調査 (速報)」
r考古学ジャーナル』第103号 ,14-17頁 ,ニュー・サイエンス社

54.麻生 優ほか「泉福寺洞穴の第六次調査 (速報)」
r考古学ジャーナル』第116号 , 5-11頁 ,ニ ュー・サイエンス社

単行本

55。 S.Oda and C.T.Keally JAPANESE PRECERAMIC CULTURAL CHRONOLOGY ICUArchaeology Research Center
5G.横芝町史編さん宣 r横芝町史J

1976年

論 文

1.小日静夫「千葉県における先土器文化 (3)」『史館J第 6号 , 1-14頁,史館同人
2.小野 昭「後期旧石器時代の集団関係」『考古学研究』第23巻第 1号, 9-22頁 ,考古学研究会
3.加藤 稔「東北日本における中石器文化に関する覚書」『東北考古学の諸問題』,37-75頁 ,寧楽社
4.鎌田俊昭「関東 。東北地方における先土器時代中期石器文化の地域性と共通性 (2) 一「型式論」成立のために一」『物質文化』

第26号,24-46頁 ,物質文化研究会
5。 小林達雄「概説 西日本の旧石器文化」『日本の旧石器文化第 3巻 遺跡と遺物 (下)J, 2-12頁,雄山閣出版
6.近藤義郎「先土器時代の集団構成」『考古学研究』第22巻第 4号,56-67頁 ,考古学研究会
7.白 石浩之「先土器終末から縄文草創期前半の尖頭器について (上 )」 『考古学ジャーナル』第126号 , 5-12頁 ,ニュー・サイエンス社
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34.中 村龍雄「黒耀石産地と近接地の遺跡」『長野県考古学会誌』30号 ,18-33頁 ,長野県考古学会

35。 なすな原近隣遺跡調査会『なすな原近隣遺跡調査報告書』

36。 日本文化研究所『大田 。大篠塚』

37.は けうえ遺跡調査団『はけうえ ―概報―』

38.八 王子市字津木台地区遺跡調査会『宇津木台遺跡群Ⅷ』

39。 東内野遺跡発掘調査団ほか『千葉県 東内野遺跡第二次発掘調査概報』

40。 東大和市教育委員会『上ノ台遺跡』

41.平野和男ほか「静岡県寺谷遺跡の発掘調査J『 日本考古学協会昭和53年 度総会研究発表要旨』, 2頁 , 日本考古学協会

42.前田耕地遺跡調査団『前田耕地遺跡 1978』

43.水上町郷土資料館『乾田H遺跡 第 1次』

44.宮下健司「長野市若穂保科高岡発見の有舌尖頭器」『長野県考古学会誌』32号 ,27-28頁 ,長野県考古学会

45.村田文夫・増子章二「川崎市多摩区黒川海道遺跡採集の石器群J『神奈川考古』第 3号,107-117頁 ,神奈川考古同人会

46.山 形県教育委員会『弓張平 B遺跡第 1・ 2次調査報告書』

47.山 形県教育委員会『山形県高畠町大立洞穴 第二次調査概報』

48.山 梨県教育委員会『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 ―北巨摩郡双葉町地内 1-』

西日本

49.香川県教育委員会『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報 (I)』

50.橋本正幸「川西市加茂遺跡発見のナイフ形石器と尖頭器」『古代学研究』第86号,18頁 ,古代学研究会

51.奈良県立橿原考古学研究所『二上山・桜ヶ丘遺跡』

52.奈良県立橿原考古学研究所 F櫻井市外鎌山北麓古墳群』

単行本

53.中 村孝二郎『越後の石器』,学生社

54.中 村龍雄『黒耀石 下巻 霧ヶ峰・鷹山』,下諏訪町

55.松田真―「桐山和田遺跡J『一万年前を掘る 一縄文草創期の文化を考える一』, 2-15頁 ,奈良県立橿原考古学研究所

1979年

論 文

1.岡本束三「神子柴・長者久保文化について」『研究論集』V, 1-57頁 ,奈良国立文化財研究所

2.小 田静夫「関東地方の細石器文化」『駿台史学』第47号 ,66-80頁 ,駿台史学会

3.川崎純徳ほか「折断尖頭石器素描」『常総台地』10,16-29頁 ,常総台地研究会

4.芹沢長介「日本旧石器時代の編年について」『考占学ジャーナル』第167号, 2-6頁 ,ニュー・サイエンス社

5.竹岡俊樹「石器製作工程 く下位構造〉の分析」『物質文化』第32号, 1-9頁 ,物質文化研究会

6.森 山公―「男女倉型ナイフ形石器について 一実験的観察からの復元―J『地域研究の方向』,95-106頁

報告 。資料紹介

北海道

7.北海道教育委員会『美沢川流域の遺跡群ⅡI ―新千歳空港建設用地埋蔵文化財発掘調査報告書―』

東日本

8.青森県立郷土館「蟹田町大平山元H遺跡発掘概報」『青森県立郷土館調査研究年報』 4

9.青森県立郷土館『大平山元 I遺跡発掘調査報告書』

10。 厚本市教育委員会『子合頭遺跡 資料図版編』

11.飯 田市教育委員会『大原遺跡 。富田窯』L』

―-265-―



附 章 資料・デー タ集

12.伊藤恒彦「天神堂遺跡石器群の再検討」『甲斐考古』16の 2,1-18頁 ,山梨県考古学会
13.岩部遺跡調査団ほか『岩部遺跡 ―千葉県香取郡栗源町岩部遺跡調査報告―」
14.浦和市遺跡調査会『大北遺跡発掘調査報告書』
15。 大田市教育委員会『金井口遺跡発掘調査略報 ―第 2次調査―』
16.大田市教育委員会 r細 田遺跡発掘調査略報 ―にら山西小学校建設用地内遺跡―』
17.大塚達朗ほか「市原市南原遺跡第 1次調査抄報」「伊知波良』1,1-7頁 ,伊知波良刊行会
18.加藤 稔ほか「山形県弓張平 B遺跡の有舌尖頭器とナイフ形石器J『 日本考古学協会第45回総会研究発表要旨』,2頁 ,日 本考古学協会
19.神 奈川県教育委員会『上浜田遺跡』
20.桐ケ谷新田遺跡調査会『千葉県流山市桐ケ谷新田遺跡』
21.黒川東遺跡調査団『黒川東遺跡』
22.小林達雄ほか「縄文時代草創期における回転施文縄文への一様相 ―埼玉県大里郡岡部町水久保遺跡―」『埼玉県史研究』第 4号 ,

1-20頁 ,埼玉県史編さん室
23.埼玉県教育委員会『大山』
24.(財 )千葉県文化財センター『千葉東南部ニュータウン7 -木戸作遺跡―」
25。 (財)千葉県文化財センター『千葉東南部ニュータウン0 -ム コアラク遺跡 。小金沢古墳群―」
26。 (財)千葉県文化財センター『千葉市城の越遺跡 一千葉東金道路建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告 3-(千葉市大宮地区)』

27.(財 )千葉県文化財センター『千葉市奈木台 。藤沢 。中芝 。清水作遺跡』
20.高 田権現遺跡他調査会『成田用水 ―水資源開発公団成田用水関係埋蔵文化財発掘調査報告書―J

29.多摩ニュータウン遺跡調査会『多摩ニュータウン遺跡調査概報 ―昭和54年度―』
30.調布市遺跡調査会『調布市下布田遺跡 ―範囲確認調査―』
31。 東内野遺跡発掘調査団ほか『千葉県印施郡富里村 東内野遺跡第二次発掘調査概報」
32.八王子市押1田遺跡調査会『欄田遺跡群 1978年度調査概報』
33.樋 爪遺跡発掘調査団『袖ケ浦町川原井 樋爪J

34.伏見遺跡調査団『常陸伏見遺跡』
35.富士見市遺跡調査会 r松 ノ木遺跡第 1地点』
36.前田耕地遺跡調査会『前田耕地遺跡Ⅱ』
37.三鷹市遺跡調査会『出山遺跡』
38.八千代市遺跡調査会『池ノ台遺跡発掘調査報告書」
39.八千代市遺跡調査会『菫田町川崎山遺跡発掘調査報告』
40.山 形県教育委員会『弓張平B遺跡第 3・ 4次調査報告書』
41.大和市教育委員会『上和田城山』

西日本

42.香川県教育委員会 r瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告書 (I) 与島西方遺跡J

43.城川町教育委員会『城川の遺跡 ―愛媛県宇和郡城川町遺跡分布調査報告書―』
44.十亀幸雄「愛媛県松野町出土の木葉形尖頭器」『遺跡』第16号, 2-4頁 ,遺跡発行会
45.竹岡俊樹「蓮光寺山第一地点における石刃技法の分析」『考古学基礎論』1,1-47頁 ,考古学談話会
九 州

46.多 久市教育委員会『茶園原遺跡 佐賀県多久市多久町所在尖頭器出土遺跡調査概要報告』
47.福岡県教育委員会『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告 春日市大字上自水字門田・辻田所在門田遺跡谷地区の調査』
シンポジウム・特集

48.鈴木次郎ほか「相模野台地におけるナイフ形石器文化終末の様相J『神奈川考古』第 7号 (特集 ナイフ形石器文化終末期の問題),

1-20頁 ,神奈川考古同人会
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63.松藤和人「尖頭器の共存について」『神奈川考古J第 8号 (特集 ナイフ形石器文化終末期の問題 (H)),98-99頁 ,神奈川考古同
人会

64.橋本 正「尖頭器の共存について」『神奈川考古』第 8号 (特集 ナイフ形石器文化終末期の問題 (H)),99-100頁 ,神奈川考古同
人会

65。 中村喜代重「尖頭器の共存について」『神奈川考古』第 8号 (特集 ナイフ形石器文化終末期の問題 (H)),100-102頁 ,神奈川考
古同人会

66.服部実喜「武蔵野台地における砂川期の評価について」『神奈川考古』第 8号 (特集 ナイフ形石器文化終末期の問題 (H)),102-
104頁,神奈川考古同人会

67.田 中英司ほか「『ナイフ形石器文化終末期』の再検討」『神奈川考古」第 8号 (特集 ナイフ形石器文化終末期の問題 (H)),105-
125頁,神奈川考古同人会

68.戸 沢充則編『報告・野辺山シンポジウム1979 明治大学人文科学研究所共同研究「八ヶ岳東南麓における洪積世末期の自然と文化」
第 1年度の成果」明治大学考古学研究室

69.森嶋 稔「長野県の先土器文化と細石器」『報告・野辺山シンポジウム1979 明治大学人文科学研究所共同研究「八ヶ岳東南麓にお

ける洪積世末期の自然と文化」第 1年度の成果』,12-17頁 ,明治大学考古学研究室

単行本

70.赤沢 威ほか『日本の旧石器』,立風書房

71.加 藤晋平ほか『図録石器の基礎知識 I 先土器 (上 )』 ,柏書房
72.埼玉県 r新編 埼玉県史 資料編 I 原始 旧石器・縄文J

73.成 田市史編さん委員会『成田市史 通史 原始古代編J

1901年

論 文

1.白石浩之「尖頭器の製作技術 とその様相」『野州史学』第 5号, 1-15頁 ,野州史学会編集委員会
2.千葉英一「石狩低地帯における旧石器文化」『北海道考古学』第17輯, 5-14頁 ,北海道考古学会
3.中島 宏「埼玉県北部の草創期遺跡群について」『土曜考古J第 3号,37-46頁 ,土曜考古学研究会
4.古川知明「尖頭器における折損について」『新潟史学J14,29-37頁 ,新潟史学会
5,増 田一裕「有舌尖頭器の再検討 一本州・四国の出土例を中心として一」『1日 石器考古学』22,27-52頁 ,旧石器文化談話会
報告・資料紹介

北海道

6.下川町郷土史研究会『モサンル ー北海道上川郡下川町モサンル遺跡発掘調査報告書―』
東日本

7.青森県立郷土館『大平山元Ⅲ遺跡発掘調査報告書』
0。 我孫子市教育委員会『鹿島前遺跡 第 3次発掘調査概報』
9.我孫子市教育委員会『我孫子の追跡 千葉県我孫子市埋蔵文化財包蔵地所在報告」
10。 我孫子市布佐 。余問戸遺跡調査会『布佐 。余問戸遺跡」
11.飯 山市教育委員会『太子林・関沢遺跡』
12.出居 博「佐野市下林遺跡採集の先土器時代資料」『唐澤考古J第 1号, 4-5頁 ,唐澤考古会
13.笠懸村教育委員会『笠懸村和田遺跡』
14.神奈川県教育委員会『細田遺跡 県立汲沢高等学校建設にともなう調査J

15.亀谷狐穴遺跡調査団『神奈川県横浜市亀谷狐穴遺跡調査報告書J

16.喜 多圭介「静岡県東部採集の尖頭器について」『郵政考古J7,郵政考古学会
17.北茨城市史編さん委員会『細原遺跡発掘調査概報』
18.紅村 弘ほか『東海先史文化の諸段階 (本文編・補足改訂版)J
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22.(財 )茨城県教育財団『龍ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書 6 成沢遺跡・屋代A遺跡』
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49.佐藤良二「奈良県における有舌尖頭器の新資料」『青陵J第49号, 3-5頁 ,奈良県立橿原考古学研究所

50.吹田市教育委員会『昭和55年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報 吉志部遺跡 垂水南遺跡 垂水遺跡J

51.十亀幸雄「道後平野の槍先形尖頭器について」『遺跡』第19号,26-29頁 ,遺跡発行会

52.和歌山県文化財研究会『野田藤並地区遺跡発掘調査委員会現地説明会資料J

53.鷲野憲成「二重県員弁郡出上の有舌尖頭器」『1日 石器考古学』22,73-76頁 ,旧石器文化談話会

九 州

54.橘 昌信『大分県上下田遺跡発掘調査報告書』,別府大学付属博物館
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61.鈴木忠司「先土器時代遺跡の構造 ―寺谷遺跡を中心として―」『報告・野辺山シンポジウム1980 明治大学人文科学研究所共同研

究「八ヶ岳東南麓における洪積世末期の自然と文化」第 2年度の成果および矢出川遺跡群文化財確認調査第 1年度の調査概

報』,73-78頁,明治大学考古学研究室

62.稲田孝司「先土器時代遺跡群のとらえ方」『報告・野辺山シンポジウム1980 明治大学人文科学研究所共同研究「八ヶ岳東南麓にお

ける洪積世末期の自然と文化」第 2年度の成果および矢出川遺跡群文化財確認調査第 1年度の調査概報』,78-81頁 ,明治

大学考古学研究室

63.山 中一郎「先土器時代研究と矢出川遺跡群」『報告・野辺山シンポジウム1980 明治大学人文科学研究所共同研究「八ヶ岳東南麓に

おける洪積世末期の自然と文化」第 2年度の成果および矢出川遺跡群文化財確認調査第 1年度の調査概報』,82-83頁 ,明
治大学考古学研究室

64.戸 沢充則「野辺山シンポジウムの成果 ―シンポジウムのおわりに一」『報告・野辺山シンポジウム1980 明治大学人文科学研究所

共同研究「八ヶ岳東南麓における洪積世末期の自然と文化」第 2年度の成果および矢出川遺跡群文化財確認調査第 1年度の

調査概報』,83-85頁 ,明治大学考古学研究室

65.由井茂也「野辺山に生きる 一星 くず・石槍・細石器一」『報告・野辺山シンポジウム1980 明治大学人文科学研究所共同研究「八

ヶ岳東南麓における洪積世末期の自然と文化」第 2年度の成果および矢出川遺跡群文化財確認調査第 1年度の調査概報J,
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附 章 資料・データ集

単行本

66.阿子島 香ほか編 r旧 石器時代の東北』,東北歴史資料館
67.北見市史編さん委員会『北見市史 上巻』
68.栃木県史編さん委員会『栃木県史 通史編 1 原始・古代』
69.富 里町『富里町史 通史編」
70。 成田山霊光館『成田山霊光館資料目録第 1集 考古資料」

1902年

論 文

1.大塚達朗「隆起線文土器瞥見 ―関東地方出土当該土器群の型式学的位置―」『東京大学文学部考古学研究室研究紀要』第 1号 ,

85-122頁

2.自 石浩之「縄文時代草創期の石鏃について」『考古学研究』第28巻第 4号,104-129頁 ,考古学研究会
3.田中英司「神子柴遺跡におけるデポの認識」『考古学研究』第29巻 第 3号,56-78頁 ,考古学研究会
報告・資料紹介

北海道

4.白 滝村教育委員会『服部台 2遺跡/近藤台 1遺跡 農地造成に伴う緊急発掘調査報告書』
5.芹沢長介編『モサンル 北海道上川郡下川町幸成モサンル旧石器時代遺跡出土資料』,東北大学文学部考古学研究室
東日本

6.有本雅己「長野県南佐久郡川上村・柏垂遺跡採集の石器」『1日 石器考古学』24,145-147頁 ,旧石器文化談話会
7.磐田市立郷土館『磐田市京見塚遺跡群発掘調査概要』
8.岩手県湯田町教育委員会『大台野遺跡発掘調査報告書』
9.小山市教育委員会『乙女不動原北浦遺跡』
10.鹿 島町教育委員会『中町附遺跡』
11.加 藤 稔ほか「西川町お仲間林遺跡とその周辺 ―両面調整尖頭器を中心に一」『最上川J,749-767頁 ,山形県総合学術調査会
12.加 藤 稔ほか「最上川・荒川流域の細石刃文化」『最上川』,山形県総合学術調査会
13.神奈川県立埋蔵文化財センター『向原遺跡』
14.川崎市教育委員会 r新作小高台遺跡発掘調査報告書』
15。 北茨城市史編さん委員会『細原遺跡』
16.小林達雄ほか編『壬遺跡 1982J,國 學院大學文学部考古学研究室
17.駒 澤大学考古学研究室『先史22 東京・石川天野遺跡 4次調査J

10。 (財)千葉県文化財センター『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅦJ

19。 (財 )千葉県文化財センター『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 I ―館林、水砂、花前H-1-J
20。 (財 )千葉県文化財センター「成田市三里塚馬場遺跡』
21.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 ―昭和56年度― (第 1分冊)』

22.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 ―昭和56年 度― (第 2分冊)」

23.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 ―昭和56年 度― (第 3分冊)』
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